アレイ実験の手順および留意事項　
１．申込み手続き
①規定申込書をＪＣＧＧ事務局へFAX，メールまたは郵送で提出。
ＪＣＧＧ事務局から、受領通知およびＭＴＡ書類を送付。
　　　②ＭＴＡの締結

「マイクロアレイによる解析に係る試料等移転契約書」（規定フォーム）を申込者所属機関と理化学研究所とで締結し、双方で保有する。

臨床検体の場合は倫理委員会(理研、当該研究機関の両者)の承認を得る。
２．具体的な実験計画の立案

　　　①実験対象試料、poly A RNAを理研へ送付する。

②理研にて質・量をチェックし、アレイ実験の可否を通知する。

③試料準備がされた後、実験担当者との実験日程を調整する。

３．実験遂行とデータ整理

　　　①実験担当者が理研へ来所。蛍光ラベル、ハイブリダイゼーション、スキャニング、データ解析を遂行する。

　　　②データ解析結果をＪＣＧＧ事務局へ報告。
４．成果の取扱い

　　　①データは取得後、半年経過した後ＪＣＧＧＤＢ上で公開する。

　　　②論文発表の際は、本アレイを使用したことを明記していただく。
５．研究委託の場合（実験をシステム糖鎖Ｇへ委託される場合）
　　　①上記、1項、2項（①，②）については同様に行う。

　　　②研究成果については、理研システム糖鎖研究グループの実験受託者との共同研究扱いとする。
以上
